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タヌキを正しく描けますか？

　全世界のタヌキスキーの皆様、明
けましておめでとうございます。こ
の東京タヌキタイムズも創刊から1
年たちました。どれだけの方がお読
みになっているのかまったくわから
ないのですが、今年もよろしくお願
いします。

年明け抜き打ちテスト！

　それでは、新年早々テストを行い
ます！(笑)　そのテストとは「タヌ
キの絵を描いてください」というも
のです。立派な絵画を描く必要はな
く、鉛筆やボールペンでさらさらと
描いて結構です。はい、スタート！
　いざ描こうとしても、どう描いて
よいか手が止まってしまった方が多
いのではないかと思います。タヌキ
はどんな姿形でどんな模様があった
か…。タヌキは誰もが知っている動
物ですが、じっくりと観察したこと
がある人はとても少ないでしょう。
そのため、本物のタヌキに出くわし
ても、それがタヌキなのか他の動物
なのか判断できない、という例が少
なからずあるようです。

　上には、間違ったタヌキのイラス
トを掲載しました。こんな絵を描い
たら落第ですのでご注意ください。
このイラストは、後脚で直立してい
るという擬人化を除いても間違いだ
らけのタヌキです。タヌキの鼻は低
くありません。耳は丸くありませ
ん。目のまわりの黒模様は左右つな
がっていません。4本の脚は黒色で
す。尾にしま模様はありません。こ
のイラストはありとあらゆる点で間
違っているのですが、それでも大多
数の人はこれをタヌキだと認識する
でしょう。
　このような偽タヌキのイメージが
頭の中に定着していると、動物園で
リアルなタヌキを見た時にイメージ
の落差にとまどうはずです。「あ
れ？　タヌキってこんな動物だっ
け？」、と。
　間違ったイメージが世間に広まっ
ていることは、東京タヌキ探検隊！
の調査にも支障を及ぼしています。
目撃された動物は本当にタヌキなの
か？　ハクビシンやアライグマでは
ないのか？　この問題は私をいつも
悩ませています。

偽のイメージはいつから？

　私たちはいつからこのような誤っ
たイメージを持つようになったので
しょうか。それぞれの間違いの要素
は異なる時期に発生したと考えられ
るので、時代を特定するのは難しそ
うです。ただ、目のまわりの黒模様
と尾のしま模様はアライグマとの混
同と考えられます。すると、アライ
グマの知名度が一気に高くなったテ
レビ番組「あらいぐまラスカル」
(1977年)の頃に起源があるのかもし
れません。タヌキの図像の歴史的変
化を調べてみると何か面白そうなこ
とがわかってくるかもしれません。
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私たちはどこで間違ってしまったのか

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

右のイラストをたいていの人は
「タヌキ」と認識するだろうが、
リアルなタヌキとは非常にかけ離
れている。このイメージを持って
いると、本物のタヌキを見てもタ
ヌキとわからないだろう。
正しいタヌキの姿は図鑑や東京タ
ヌキ探検隊！のホームページや
ネット検索で確かめてほしい。

ここにタヌキを描いてください
間違った
タヌキ
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東京ハクビシンの逆襲!?

　今年も東京タヌキの報告書の季節
がやってきました。先日ようやく完
成し、ホームページにも掲載しまし
た。今回の報告書は2つあります。
まず「東京都23区内のタヌキ、ハク
ビシン、アライグマの目撃情報の集
計と分析(2010年1月版)」はいつも
のようにタヌキの目撃情報の分析と
メッシュ地図を載せています。しか
も今回はハクビシン、アライグマ、
さらにアナグマ、キツネの情報につ
いても載っています。もうひとつは
「東京都23区内のタヌキ、ハクビシ
ンの生息分布(2010年1月版)」で
す。 2008年の書籍「タヌキたちの
びっくり東京生活」で公開したタヌ
キの生息グループを再検討、新たに
「白金グループ」を追加、そしてハ
クビシンの生息グループも掲載しま
した。

続出！ハクビシン目撃

　今回の報告書の最大のトピック
は、タヌキではなくハクビシンで
す。2009年の目撃情報数はタヌキ
157件、ハクビシン131件でした。

ハクビシンの目撃情報が急増し、タ
ヌキに迫る勢いでした。一時はタヌ
キを追い抜いてしまうのではないか
と思ったほどです。
　「それってハクビシンの数が増え
てるってこと？」と思う方は多いで
しょうが、おそらくそうではありま
せん。これは、ホームページにハク
ビシンの情報も集めていることを明
記したこと、ネット検索で上位に表
示されるようになったことなどが要
因と考えられます。十分な自然環境
もない場所で野生動物が突然急増す
るということはありえません。
　ハクビシン情報が増えたおかげ
で、ハクビシンの生態などについて
いろいろとわかってきました。特
に、ハクビシンがタヌキに匹敵する
ほどの生息数があるらしいことや、
生息分布の様子が明らかになったこ
とは大発見と言っていいでしょう。
タヌキの調査研究をメインとしてい
る私にとってもびっくり仰天の成果
です。これからは「タヌキのおま
け」のような扱いはできません。今
まで以上に注目しなければならない
でしょう。

目撃情報をおしらせください

　タヌキの情報収集はもちろん今後
も継続していきます。対象にするの
はタヌキだけではありません。ハク
ビシンもアライグマもアナグマもキ
ツネも、全部まとめて面倒見ます！　
「東京タヌキ」の看板と矛盾するよ
うですが、これらは皆、似たような
体格、生態であり、お互いに無関係
というわけにはいきません。タヌキ
に迫るなら他の動物のことも知らな
ければなりません。
　今年も皆様の情報提供をお持ちし
ています。どうぞよろしくお願いし
ます。
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タヌキを調べていたらハクビシンのことがわかってきた

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

左がタヌキの目撃分布図、
右がハクビシンの目撃分布
図。どちらも西に偏った分
布をしているが、ハクビシ
ンは都心寄りにも多く見ら
れる。詳しくはホームペー
ジ掲載の報告書をご覧くだ
さい！
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東京タヌキカレンダー

　タヌキを観察するならば、季節ご
との行動や外見の変化を知っておく
必要があります。いつごろ出産する
のか、幼獣の成長のスピードはどの
くらいなのか、などなど。こういう
ことがわかっていれば、観察の方針
もたてやすくなります。そこで、今
回は東京タヌキカレンダーを上に掲
載しました。

ここがポイント！

　カレンダーを見る時のポイントそ
の1は、子どもの成長は速い、とい
うことです。5月に誕生して、わずか
3ヶ月ほどで親とほぼ同じ体格にな
り、見分けができなくなります。も
し冬に体格の違うタヌキ2頭が現れ
たとしても、それは親子と断定する
ことはできません。単に個体差と考
えた方がいいでしょう。
　ポイントその2は、夏毛と冬毛の
切り替わりにはかなり時間がかかる
ことです。毛の伸びる速度はゆっく
りしたものですので、ある日から突
然、夏毛・冬毛に切り替わるのでは
ありません。春から夏にかけては成

獣の長い冬毛が少しずつ抜けていき
ます。7月ごろはかなりぼさぼさし
た外見になります。幼獣の方は短
かった毛が徐々に伸びていくので、
まるで短毛のイヌのように見えま
す。ですのでこの時期は成獣と幼獣
の区別は毛並みだけでもわかりま
す。秋から冬に向けては短かった毛
が徐々に長くなっていきます。ずっ
と続けて観察していると、「あれ？
ちょっとロン毛になってきたか
な？」と気付くかもしれません。
　夏毛、冬毛、およびこれらの中間
段階でタヌキの外見の印象は違って
きます。タヌキの正しいイメージが
定着しないのはこの辺に理由がある
のかもしれません。また、冬毛の期
間が意外と長いことにも注意してく
ださい。4月というと季節は春です
が、この頃でもタヌキはまだ冬毛
で、もこもこした姿です。
　なお、上のカレンダーでは特にイ
ベントの無い1月～4月を省略してい
ますが、だいたい3月ごろに妊娠期
間に入ります。出産時期は1ヶ月ほ
どの幅があるかもしれません。早け

れば4月下旬ごろから出産が始まる
と思われます。

タヌキは冬眠しません

　「タヌキは冬眠するのですか？」
と時々たずねられることがありま
す。その答えは「冬眠も冬ごもりも
しません」です。積雪量の多い寒冷
地では冬ごもりをするそうですが、
東京の暖かさならその必要はまった
くありません。タヌキの冬毛なら多
少の寒さでも十分耐えられるでしょ
う。ただ、東京都23区でも冬のタヌ
キの目撃情報数は少なくなります。
冬ごもりまではいかなくても、活動
が不活発になっているのかもしれま
せん。
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このカレンダーは東京都23区についてのもので、
他の地域では出産時期などが異なります。

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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上旬ごろ
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巣から
出てくる

行動範囲
広がる

成獣並みの
大きさに

徐々に毛が
長くなる 親離れ 冬毛

成獣 夏毛へ換毛開始
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換毛完了＝夏毛
幼獣との
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→冬毛へ換毛開始

換毛完了
＝冬毛
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4月1日にタヌキを見た

　私は杉並区の高円寺に住んでいま
す。杉並区は23区の中でもタヌキの
目撃が多い地域のひとつです。とこ
ろが高円寺は杉並区の中では「タヌ
キ砂漠」と言えるほど目撃が少ない
のです。タヌキ研究にはちょっと都
合が悪い場所です。その高円寺での
最初のタヌキ目撃情報は、なんと私
自身によるものでした。2008年9
月、夜道を歩いていた私が脇の小さ
な公園にふと目をやると…そこには
2頭のタヌキがいたのでした！　金
網越しとはいえ、かなりの近距離で
の遭遇に私もタヌキもびっくりしま
した。
　その半年後、2009年4月1日のこ
と。私は夜道を帰宅中でした。する
と前方をなにやら動物が横切ってい
きます。ネコではありません。街灯
でかろうじて肩の黒い模様を確認で
きるだけでしたが、あれはタヌキに
間違いありません！　これが高円寺
での2回目の目撃例となったのです
が…。しかし、4月1日ですよ。う～
ん、これじゃ人に話しても信じても
らえないじゃないですか～。なにも

エイプリールフールに現れなくても
いいのに…(笑)。

家族が、友人が、同僚が

　4月1日でなくても、東京にタヌキ
がいることを信じてくれない人はい
るものです。私のところに来る目撃
情報のメールの中には時々「タヌキ
を見たと言っても家族が信じてくれ
ません！」というものがあります。
家族以外にも「友人が信じてくれま
せん」あるいは「会社の同僚が…」
という場合もあります。「東京の、
しかも23区にタヌキなんかいるわけ
ないじゃん！」と周りの人からバカ
にされるのです。目撃した本人は何
とかしてあれがタヌキだったという
ことを証明したいと考えるのでしょ
う。そこでネット検索をして「東京
タヌキ探検隊！」のホームページに
たどり着くようです。そんな方に私
はこう返信をしています。「東京都
23区にタヌキは間違いなくいます。
あなたが見たのもタヌキです。東京
タヌキ探検隊！のホームページを家

族・友人・同僚に見せて、あれは本
当にタヌキだったのだと自信を持っ
て主張してください。」と。

ウソではない本当の話

　「東京都23区＝大都会」だと思い
込んでいると、タヌキが生息してい
るなんて信じられないかもしれませ
ん。しかし、23区も端から端まで高
層ビルが隙間なく建ち並んでいるわ
けではありません。緑地もあれば古
くからの住宅地もあります。タヌキ
が生息できる余地は十分にありま
す。タヌキがいることが「ウソのよ
うなホントの話」ではなく「東京の
常識」になってくれる日が早く来て
ほしいなと思う私です。
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スポンサー枠
スポンサー募集中です！

残念ながら高円寺のタヌキ
は写真もビデオもありませ
ん。今回は別の場所(23区
内)でのビデオ映像から紹介
します。左は自動車のライ
トに照らされたタヌキ
(2009年8月)。右は近距離
からこちらの様子をうかが
うタヌキ(2009年9月)。タ
ヌキは立ち止まって人間の
方をじっと見つめることが
よくあります。
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追悼　池田啓先生

　2010年4月13日、兵庫県立コウノ
トリの郷公園参与(元研究部長)の池
田啓(いけだ・ ひろし)氏がお亡くな
りになりました。60歳というまだ早
すぎる死でした。池田氏はコウノト
リの野生復帰の功績で非常に有名で
す。これについては私が語らずとも
多くの人々が伝えてくれることで
しょう。
　一方で、池田先生はタヌキの研究
者でもありました。大学院時代に長
崎県の離島でタヌキの研究をし、博
士号を得たのもタヌキの研究によっ
てでした。皇居のタヌキの論文であ
る「皇居におけるタヌキの食性とそ
の季節変動」(2008、酒向・他)では
謝辞の筆頭に池田先生の名前が登場
しますし(おそらくいろいろと助言
をしたのだろうと思われます)、引
用文献にも池田先生の論文が多数登
場しています。また、関東南部の大
都市に生息するタヌキにも早くから
関心を持っておられました。東京タ
ヌキ探検隊！にとっては偉大なる先
人と言える方なのです。

池田先生との接点

　宮本と池田先生との接点は「週刊　
日本の天然記念物　動物編」 (小学
館、2002年～2003年、全50巻)でし
た。池田先生はシリーズの総監修を
担当されました。宮本は外部スタッ
フとして編集・イラストで参加しま
した。池田先生は当時コウノトリの
郷公園研究部長でしたが、タヌキの
専門家でもあることを私は初めて知
りました。この時期は私の東京タヌ
キの情報収集も始まっていた頃で
す。しかし私は下っ端のスタッフで
すから池田先生とじっくり話をする
機会などほとんどありません。それ
にこちらも成果がほとんどなかった
頃でしたのであまり話すことも無
かったのでした。また、この時に池
田先生が私と同じ大学出身であるこ
とを知りました。といっても年齢も
学部も違いすぎていますから大学構
内で出会ったことはありません。
　池田先生との直接の接点はこの時
だけでしたが、私が東京タヌキの本
を書いた時には献本をしましたし、

毎年の報告書もメールでご案内して
いました。私の調査研究もこれから
いろいろと成果を出せそうになって
きた矢先の訃報でした。池田先生に
成果を見ていただくことが私の目標
のひとつだっただけに非常に悲しい
ことです。

タヌキの本当の姿を伝える

　池田先生はコウノトリをはじめ多
くのことにかかわってきましたが、
「タヌキの本当の姿を知ってもら
う」ことも重要な仕事だと考えてお
られたはずです。それは私自身の目
標とも重なります。目標を目指して
私の東京タヌキの調査研究もまだま
だ続いていきます。
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スポンサー枠
スポンサー募集中です！

池田先生の著書より、「子ダヌキのいたず
ら日記」(写真左、1988年、ポプラ社)、
これに加筆した「タヌキはぼくのたからも
の」(写真中、ポプラ社、1994年)。児童
書だがタヌキ研究の方法が書かれているの
でなかなか興味深い。赤ちゃんタヌキを家
で育てた話からはタヌキの成長の様子を知
ることができる。写真右は「週刊　日本の
天然記念物24タヌキ」(小学館、2002
年)。この巻は池田先生ご自身が監修され
た。いずれも現在は入手困難。
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無人でタヌキを監視する

　タヌキを観察するには、タヌキを
ずっと追いかけていくのが一番いい
方法だと多くの人は考えるでしょ
う。しかし、山奥では藪に阻まれ、
住宅地でも民家など私有地に入られ
たらそれ以上の追跡はできません。
これがタヌキ研究の難しさです(他
の動物でも似たようなものです)。
　では、タヌキの行動を調べるには
どうすればよいか。その方法のひと
つがセンサーカメラ、つまり自動撮
影装置を使うことです。センサーカ
メラは前を動物が通るとそれに反応
して写真を撮ります。しかも電池残
量がある限り動作し続けますので1
週間以上放置しても大丈夫です。私
も2台購入したのですが、出動回数
はこれまでたったの3回だけ、しか
も撮影に成功したのはまだ1回だけ
なのです。

タヌキ、超警戒

　センサーカメラを設置させていた
だいたのは中野区の民家です。その
しばらく前からためフンの回収にご

協力いただいていて、確実にタヌキ
が現れることがわかったのでカメラ
の設置をお願いしたのでした。庭に
1週間、2台を設置したのですが…。
タヌキが写ったのは1台だけ、たっ
たの3枚でした。しかも初回以外は
センサーカメラを大きく避けている
ようなのです。もう1台の方はため
フンの近くだったにも関わらずまっ
たく写っていませんでした。ここと
は別の場所で挑戦した時も、タヌキ
はそれまでよく来ていたはずなの
に、まったく写っていませんでし
た。タヌキはセンサーカメラをあや
しい装置だと感じて近づかなかった
としか思えないのです。タヌキがそ
んなに警戒心が強いとは思ってもい
なかったので頭を抱えることになっ
てしまいました。
　ちなみにセンサーカメラに最も多
く写っていたのはネコでした。その
無警戒っぷりといったらタヌキとは
正反対です。毛色の特徴から何頭来
ているのかまでわかってしまいます
が、それではタヌキ研究ではなくネ
コ研究になってしまいます。

設置にご協力ください

　センサーカメラ撮影の成功率を上
げるには、いろんな場所で挑戦して
経験を積むことが必要です。しか
し、どこにでも設置できるわけでは
ないのが難しいところです。公道上
では通行人を無差別に写すため置け
ません。タヌキが確実に来る場所を
数mの誤差で特定する必要もありま
す。位置関係の都合からカメラを設
置できないこともあります。
　もしお庭に(あるいは会社、学校
の敷地内に)タヌキがよく現れるのな
らば、センサーカメラを設置させて
いただけないでしょうか。ご協力よ
ろしくお願いします。
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センサーカメラを設置させてください

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)見事、タヌキの
撮影に成功。まとも
にフラッシュ光を見
てびっくりしたに違
いない。
(右)あれっ、スズメ
が写ってる！　鳥も
まれに写ることがあ
る。
いずれも2008年12
月、中野区で撮影。
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そのハクビシンはシャングリ・ラを目指す

　東京タヌキ探検隊！では主にメー
ルによってタヌキなどの目撃情報を
収集しています。タヌキなどを目撃
した人がネットで検索し、東京タヌ
キ探検隊！のホームページを発見
し、メールで連絡してくる、という
パターンがほとんどのようです。目
撃者すべてがホームページを見つけ
て連絡してくるわけではないため、
この調査方法は不完全だと思われる
こともあります。しかし、広域での
分布傾向が明らかになるなどの成果
を出してもきました。そして時には
奇妙な情報をもたらすこともあるの
です。今回はそんな話です。

中央区の異変

　最初の異変は2010年1月でした。
中央区明石町にある聖路加タワー近
くの隅田川テラスでハクビシンが2
日続けて目撃されました。これは私
のデータベースでは中央区初の目撃
記録になりました。隅田川テラスと
は隅田川の両岸に整備された遊歩道
のことです。次は少し間があいて5

月中旬、上流の新川の隅田川テラス
で正体不明の動物が目撃されまし
た。夜の目撃だったため判別が難し
く、ひょっとしたらイタチかもしれ
ない、という結論にその時はなりま
した。そして今度は6月上旬、さら
に上流の清洲橋近くでハクビシンが
目撃されました。これも隅田川テラ
スのすぐそばでした。
　目撃地点をつなげてみると、どう
も同一のハクビシンが隅田川西岸を
上流に向かって移動しているような
のです。中央区はハクビシンが生息
するには緑地が少なすぎるため、生
息数はほとんどゼロに近いと思われ
ます。3地点のハクビシンは別々の
個体ではなく同じ個体ではないかと
推測されるのです。
　進行方向を逆にたどっていくと、
このハクビシンの出発地点は浜離宮
庭園ではないか、と考えられます。
ここなら緑が多く、食べ物の調達も
難しくないでしょう。実は、浜離宮
庭園はハクビシンやアライグマが定
住しているのではないかという疑い
が以前からありました。

行き着く果ては

　今回のように同一個体らしき動物
が何度も目撃される例は非常にまれ
です(定住個体は別として)。しかし
非効率と思われがちなメールによる
情報収集も、時にはこのように鋭敏
なセンサーになることもあるので
す。
　このハクビシンはこれからどこへ
行くのでしょう。いつの日か安住の
地にたどり着くことができるので
しょうか。もし隅田川近辺でハクビ
シンを目撃したならば、ぜひ東京タ
ヌキ探検隊！までお知らせくださ
い。
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同一個体が隅田川河岸を遡上中？

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

現場付近の地図。ハクビシンの目撃地点は1(聖
路加タワー前)→2(新川)→3(清洲橋)と隅田川を
遡上している。逆方向にたどると浜離宮庭園に
到る。
地図は国土地理院発行「数値地図25000（地図
画像）東京」(平成19年発行CD-ROM版)を使用
した。
A＝浜離宮庭園、B築地市場、C＝皇居、D＝JR
東京駅、E＝銀座。
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真剣勝負！タヌキVSネコVSイヌ

　タヌキ、ネコ、イヌ。これらは同
じ食肉目に分類され、体格も近い動
物たちです。街中で彼らが遭遇する
こともあるでしょう。その時、いっ
たい何が起こっているのでしょう
か。
　タヌキVSネコの場合、東京タヌキ
タイムズ2009年12月号にも書いた
ように、ネコが逃げ出してしまいま
す。5m以上距離があってもネコが先
に逃げます。とにかくタヌキの方が
圧倒的に優勢です。時々、ネコに威
嚇されてタヌキが帰っていくことも
ありますが、気の強いネコでないと
威嚇する度胸はないでしょう。
　だからといってタヌキがネコを襲
うことはありません。せいぜいおど
かす程度です。体格がそう違わない
者同士が本気で戦うとなるとかなり
の流血沙汰になるでしょう。そこま
でのリスクはとらないようです。

イヌは天敵…だった

　タヌキVSイヌは、私が観察した限
りではタヌキはイヌを非常に警戒

し、近づいてこようものなら逃げて
しまいます。ネコの場合とは逆なの
です。一方で、イヌの散歩中にタヌ
キと遭遇された方たちの例では、タ
ヌキがすぐには逃げなかったことも
少なくありません。どうもタヌキは
イヌにリード(ひも)がついているこ
とを見切っているようなのです。ま
た最近の飼い犬はしつけもちゃんと
していておとなしいことも(そして小
型犬が多いことも)、タヌキが逃げ
ない理由かもしれません。イヌの方
も見たことがないイヌっぽい動物を
前にして戸惑っていたのかもしれま
せん。もしイヌがワンワン吠えて飛
びかかりそうな様子を見せればタヌ
キもダッシュで逃げ出すでしょう。
　いずれにせよタヌキにとってはイ
ヌは歓迎できない相手であるのは確
かです。かつて野良犬が街中をうろ
うろしていた時代はタヌキには住み
にくかったことでしょう。しかし現
在では東京都23区で野良犬を見るこ
とは非常にまれです。そのためタヌ
キは安心して生活できるようになっ
たと考えられます。タヌキの目撃例

が増えたのは、野良犬が減ってタヌ
キの生息場所が拡大したせいかもし
れません。

ではハクビシンは？

　ここで忘れてはならないのがやは
り食肉目で大きさも同じぐらいのハ
クビシンです。残念ながらハクビシ
ンが他の動物と遭遇する場面の目撃
例はとても少ないため詳しい力関係
はわかりません。ただ、「ハクビシ
ンの後をネコがついていく」という
例が3件ありました。ということは
ハクビシンの方が弱いのかも？　で
もハクビシンは電線でも屋根でも歩
けますのでネコが特別の脅威になる
ことはないでしょう。
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既に勝負はついてますが…

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

暗い場所で撮っているので
画像があまり良くないのは
ご勘弁を。2枚ともエサを
食べているネコにタヌキが
突進してきたところ。(左)
ではネコは威嚇はしている
が全然効果がない。(右)は
ネコが逃げ出す瞬間。タヌ
キは無言で突進してくる。
いずれも2010年7月、文京
区で撮影。同じ日だがそれ
ぞれ別時刻に撮影。
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タヌキの子どもの成長は速い

　タヌキの成長は速いものです。東
京都23区でのタヌキの出産は5月上
旬頃、それからたった3～4ヶ月ほど
で幼獣は成獣並みの大きさになって
しまいます。
　7月までは親子の大きさは明らか
に違います。また、成獣は毛がぼさ
ぼさなので(冬毛が抜けていく途中
なので)毛並みからでも区別はできま
す。ところが8月も後半になってく
ると親子の体格は同じぐらいにな
り、単独で現れた時は親子の区別は
一目ではわかりません。そこで、そ
れぞれの個体の特徴を記録しておく
ようにしているのですが、確実な個
体識別方法がないためにどれがどの
個体かわからなくなってしまうこと
があります。特に毛が冬に向けて長
くなり始める9月ごろは特徴の追跡
ができなくなり、個体識別もできな
くなります。既に何年も観察してい
ますし、ビデオで記録しているにも
かかわらず識別は困難です。個体識
別方法の確立はとにかく今後の大き
な課題です。

新天地への旅立ち

　成長した子どもたちはいつまでも
親元で暮らせるわけではありませ
ん。10月ごろから子どもたちは親か
ら独立し、どこかへ去っていきま
す。この時に何が起こっているのか
(親から追い出されるのか、自発的
に出て行くのか)、子どもたちはど
こまで遠くへ行くのか、その詳細は
よくわかりません。何しろ24時間タ
ヌキにはりつくことなど不可能だか
らです。
　東京タヌキの目撃情報を分析する
と、タヌキが最もよく目撃されるの
は10月～12月ということがわかり
ます。これは独立した幼獣たちがあ
ちらこちらへと移動して、結果とし
て行動範囲が広がるためではないか
と考えられます。
　生まれて半年ほどで独り立ちしな
ければならないとは大変ですが、タ
ヌキは生後1年で出産可能になりま
す。いつまでも親に頼ってばかりは
いられないのです。野生の世界は甘
くはありません。

居残り組もいます

　子どもたちの中にはそのまま親元
に残る個体もいます。居残った若者
は翌年は親の出産・子育てを手伝う
「ヘルパー」という立場になるので
はないかと思われますが、これもど
こまで親を手伝っているのかはわか
りません。5月～8月の出産・子育て
の時期に、お父さんお母さん以外の
3頭目の成獣がいっしょにいるなら
ば、それがヘルパーです。
　9月になり、今年の子育てシーズ
ンも終わりに近づきつつあります。
間もなく旅立つ子どもたちにすばら
しい新天地が待っていることを祈る
ばかりです。

The Tokyo Tanuki Times
2010年9月号　通巻21号　毎月1日発行　購読無料東京タヌキタイムズ

責任編集：宮本拓海　発行：東京タヌキ探検隊！ tokyotanuki.jp©MIYAMOTO Takumi,2010

東京都および周辺地域のタヌキ
情報を集めています。

http://tokyotanuki.jp

そして旅立ちの季節へ

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)7月中旬のお母
さんと幼獣たち。体
格差ははっきりして
いる。(右)8月末。
左側はやや小柄なの
で幼獣とわかるが、
右側は成獣か幼獣か
識別不能。
いずれも2010年、
文京区で撮影。
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東京タヌキと生物多様性

　今年10月、名古屋市で生物多様性
条約第10回締約国会議が開催されま
す。「生物多様性」とは「多様な生
物がいること、多様な生態系がある
こと、多様な遺伝子があること」を
意味します。それを保全するための
国際的な話し合いがこの締約国会議
です。生物多様性というとアマゾン
の熱帯林やアフリカのサバンナ、日
本なら知床や屋久島といった場所を
頭に思い浮かべる方が多いでしょ
う。しかし、世界的大都市の東京に
も生物多様性は存在するのです。

タヌキはなぜ生きていける？

　それを象徴する存在こそが東京タ
ヌキです。タヌキも動物ですから何
かを食べなければ生きていけませ
ん。タヌキのフンを分析すると、何
を食べているかがわかります。その
食事の内容は、動物性の物も植物性
の物もあります。つまりタヌキは雑
食なのです。動物性の食べ物は、昆
虫類(コガネムシ類、ゴミムシ類など
の甲虫やハサミムシ類が多い)、ム

カデ、鳥、カエルなど。植物性は、
カキノキ(柿)、イチョウ、ビワと
いった果実類などです。
　タヌキはライオンやオオカミのよ
うな器用なハンターではありませ
ん。そこら辺にある、簡単に入手で
きるものをいろいろと食べる生活を
しています。消極的にも見える食事
方法ですが、こういった食べ物は都
会でも条件がそろえば入手すること
ができるものです。ですからタヌキ
は東京のような大都会でも生きのび
ることができるのです。
　このことを視点を変えて見てみる
と、「タヌキがいる＝タヌキが食べ
る動物や植物も十分にある」という
ことになります。つまり、多くの人
たちは気づいていないかもしれませ
んが、大都会にも動物や植物がたく
さん存在していることを東京タヌキ
が証明しているのです。

見直されるべき都市生態系

　都会にも多様な生物が存在すると
いうことは、生物多様性があるとい

うことであり、「都市生態系」とも
呼ぶべき生態系が成立していること
にもなります。都市生態系は、熱帯
林ほどの豊かな自然環境ではありま
せん。しかし、生物たちは都市環境
に適応し、自立して生息していま
す。これも立派な生態系と言えるの
です。私たちは都市生態系をもっと
見直すべきではないでしょうか。そ
してそこにいる生物たちに目を向け
ることも必要です。
　「生物多様性」も「自然環境」も
遠い世界の話ではありません。私た
ちの足下にも存在していることを忘
れてはなりません。東京タヌキはそ
れを私たちに示しているのです。
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タヌキを取り巻くさまざまな動植物たち

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

タヌキが食べるもの
の例(一部)を左図に
示した。左側が動物
性、右側が植物性。
タヌキは動物性も植
物性も食べる雑食で
ある。積極的な狩り
はせず、入手しやす
いものを食べてい
る。

コガネムシ類

ゴミムシ類

ムカデ

カエル

ヘビ

ハサミムシ類

鳥

カキノキ果実

イチョウ果実

ビワ果実

その他果実類

雑草

カニ

ミミズ
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ついに撮った！ハクビシン

　センサーカメラの話は2010年6月
号で紹介しました。センサーカメラ
は設置するだけで後は自動で撮影を
してくれる便利な装置ですが、なか
なか撮影できる機会がありません。
しかし2010年8月、久しぶりにその
チャンスが巡ってきました。しかも
今度の被写体はハクビシンらしいの
です。
　豊島区のT様からメールで送られ
てきたのは動物の足跡の写真でし
た。その足跡は塀の上や2階ベラン
ダの手すり、電線の引き込み線など
に点々と残っていました。こんなと
ころを歩ける哺乳類というとハクビ
シンが最有力候補です。細長い足跡
もハクビシンであることを示してい
ます(低確率でアライグマの可能性も
ありますが)。

シャッターチャンスは1度だけ

　T様からはセンサーカメラの設置
も協力いただけるとのことでしたの
で、さっそく設置に行くことになり
ました。 T様宅でのハクビシンの移

動経路はいつも同じと推測されまし
た。そこで、1台は2階のベランダ
に、もう1台は１階の塀を見上げる
位置に設置しました。そして2週間
後、センサーカメラを回収するため
に再びT様宅を訪問しました。1階の
方は、約400枚も撮影していたもの
の、それらしい動物はまったく写っ
ていませんでした。センサーは木の
葉が揺れるのに反応したようで
す。2階の方はたった10数枚しか撮
影していませんでした。こちらも空
振りか…と思いつつも写真を確認し
ていくと、1枚だけハクビシンが
写っていたのです！　撮影日時はセ
ンサーカメラを設置した日の深夜で
した。引き込み線からベランダに降
りようとしたところを撮影したよう
です。どうやらこの時のフラッシュ
光を警戒し、その後はここを利用し
なくなったと思われます。以前タヌ
キを撮った時もセンサーカメラを警
戒されてしまったことがありまし
た。彼らはセンサーカメラをあやし
いものだと認識しているのでしょ

う。本当にワンチャンスの撮影だっ
たわけです。

あなたの家にも…？

　今回の成功の理由は、ハクビシン
の通り道が正確に特定できていたか
らです。ハクビシンが泥の上をたま
たま歩いたおかげではっきりと足跡
が残ったのです。足跡がなければ、
おそらく誰も気付かなかったでしょ
う。ハクビシンは電線を歩く姿がよ
く目撃されますが、どうやら引き込
み線や屋根や樹木を伝って電線に移
動することも多いようです。もしか
したらあなたの家のベランダにも毎
晩来ているかもしれません。
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センサーカメラが夜の散歩者を激写!!

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)2階ベランダの手すりに残
された謎の足跡。細長い形は
ハクビシンとアライグマの後
足の特徴。
(右)センサーカメラが撮った
ハクビシン。フラッシュ光を
反射して眼が光っている。右
方向から電線の引き込み線を
降りてくるところだったよう
だ。
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ダンゴムシ軍団、参上！

　今回は久しぶりにためフンの話で
す。2010年度は東京都23区の某所
で継続的にタヌキのためフンの調査
を行っています。ためフンの内容物
を調べることによって、都会のタヌ
キの食性を解明することが目的で
す。ところが困ったことに、必ずし
も毎回フンの回収ができるわけでは
ありません。特に暑い時期はためフ
ン場に行ってもフンの痕跡すら見つ
からないことがほとんどでした。
　ためフンが消えてしまう理由のひ
とつは、夏はフンの分解が速いから
と推測できます。逆に冬になると分
解が遅くなるためフンは長期間残り
やすくなります。

群がる大集団

　2010年6月下旬、暑い中を私はた
めフン場のひとつに向かって歩いて
いました。ここのためフン場は枯れ
葉が積もった林の中にあります。そ
のため、フンがあればそこだけ黒く
なるので遠くからでも発見しやすく
なっています。その時も黒いものが

見えたので、「今日はフンがある
ぞ！」と喜びながら近づいていきま
した。ところが、近づいてみると様
子が変です。そこでは何か小さなも
のが大量にうごめいています。よく
よく見るとそれは…ダンゴムシの大
集団なのでした！　ダンゴムシぐら
いで驚く私ではありませんが、これ
だけ大集合していると別です。ダン
ゴムシ軍団がたかっているのは間違
いなくタヌキのフンですが、既に形
はくずれています。まだ新しいフン
のようで、2日以内のものだろうと
思われました。分解というと目に見
えない細菌がやってくれることのよ
うに思われがちですが、ダンゴムシ
だって立派な分解者なのです。これ
はまさに分解の現場なのです。
　「分解者」は食物連鎖を考える時
に必ず登場しますが、「生産者(植
物)」「消費者(動物)」に比べるとイ
メージがわきにくい存在です。分解
者にはいろいろな生物が含まれま
す。細菌類のように目に見えないも
のの他に、菌類(キノコやカビな
ど)、ミミズ、ヤスデ、昆虫ではハエ

類(幼虫も含む)、糞虫(甲虫類の一部)
などなどがいます。地味で目立たな
い存在ですが、分解者も生態系には
欠かせない存在です。

ダンゴムシには勝てない…

　ダンゴムシがたかっていたこのフ
ン、本当なら持ち帰って内容物を調
べなければならないのですが、既に
形がくずれてしまっているし、ダン
ゴムシを取り除くのも大変なので、
回収はあきらめざるをえませんでし
た。ああ、貴重な研究材料なの
に…。残念無念。
　ダンゴムシは落ち葉をよく食べる
そうですが、タヌキのフンもなかな
か美味なようですね。
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これが分解者パワーだ！

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)タヌキのフンに集結したダ
ンゴムシ。(右)は拡大写真。画
像の外にもまだまだダンゴムシ
がいて、数百頭はいるようだ。
このダンゴムシたちはどうやっ
てフンを見つけたのだろうか。
また、どれだけ遠くからやって
来たのだろうか。


